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日本におけるスペイン語教育
１．スペイン語教育の歴史

1897：東京外国語大学スペイン語学科設置。
1956：NHKラジオスペイン語講座の開始。

1958：上智大学イスパニア語学科設置。

1967：NHKテレビスペイン語講座の開始。

1970年代：ラテンアメリカ経済の成長に対する期待（投資の増大）

　　　　　　スペイン語学習熱の高まり。
1980年代：ラテンアメリカ諸国の累積債務問題が深刻化　　　学習熱の沈静化。

1992年のバルセロナオリンピックとセビリアの万国博　　　学習熱の高まり。

２．スペイン語教育の現状

1985
1993

スペイン語学科がある大学
15
16

スペイン語授業がある大学
87
115

スペイン語学習者の数
21,616
56,092

　　　　　　　　　　　　　 　　 Jorge de Sande(1996)より
第2外国語の場合
a.授業時間：１年次―週２コマ（日本人教師・ネイティブ授業各１コマ）

　　　　　　　　　　他に会話授業が選択できる場合がある。
　　　　　　２年次―週１～２コマの選択必修。(３年次以降は自由選択。)

b.教師：非専任である場合が殆ど。

c.履修者数：多くの場合、フランス語に次ぐ。
d.クラス規模：30～40人（場合によっては50～60人）( 100人というところもある。）

検定制度

　a. スペイン語検定（日本スペイン協会主催。文部省認定。）１級～６級。

　　　第２外国語で２年間履修した場合、3～４級が目標値。
  b. DELE（スペイン文部省とセルバンテス協会の認定）

　　　 
最近のDELEの受験者数


入門
基礎
応用
合計

1990

34
5
39

1991

48

48

1992

66
18
84

1993

42
17
59

1994
15
53
20
88

1995
14
50
21
85

                              Jorge de Sande(1996)より
３．日本におけるスペイン語教育関連の先行研究
　第２外国語として教えている立場からの発表が多い。
　経験に基づく提案や実践報告に留まり、理論に基づいた実証的研究は非常に少ない。

４．スペイン語教育の主たる問題点

１）．選択の動機と学習意欲

選択必修である場合のスペイン語の選択動機は、四宮(2000)によれば、以下のとおりである。

選択の動機　
A大学％
B大学％

1)スペイン語自体に興味がある。
34.4
58.3

2)専攻分野に有効
0.0
0.0

3)将来の就職などに役立つ
9.4
5.0

4)スペイン語圏の歴史・社会・文化に興味がある。
34.4
38.3

5)趣味教養のために知っている方が良い。
18.8
13.3

6)単位を取りやすいと聞いた。
21.9
0.0

7)学びやすい言語だと聞いた。
56.3
36.7

8)特に無い。
0.0
1.7

9)その他
0.0
21.7

                       (2項目選択可)(A大学32名、B大学61名)         

　文化社会に対する関心
　Jorge de Sande(1996)や Fernández Cobo(1998)：日本人はスペインおよびラ米の文化に強い興味がある。スペインに対する関心は具体的なもの(フラメンコや闘牛、ゴヤ、ピカソなど)が挙げられることが多いが、ラテンアメリカに対する関心は漠然としている傾向にある(古代文明、ラテン音楽など)。

　中嶋(2000)：文化にもそれほど関心があるとは思えない学生が大半を占めている。教師が苦労するのはそうした学生の興味関心を引き起こすことである。

　

文化社会に関する知識　

文化社会に興味があると言いながら、学生達自身の持つ情報量は非常に少ない。従って、文化自体を学ぶ対象とするほど特別な関心を学生が学習初期に示すことはあまり期待できない。つまり、スペイン語の授業内で与えられる情報の質が学生の興味関心を深める上で大きな影響力を持っていることになる。しかし、授業内の気分転換という意味合いで提示される情報は、持続する興味関心を掘り起こすには不十分である。

　　　　　　ハイペースの文法中心の授業における時間配分の難しさ。
　　

２）．到達目標

  文法項目で表されることが殆ど。

　  2年次から講読に入ろうとするため、1年で基礎文法を終えることを目標とする大学が多い。その場合、現実にはかなりハイペースの授業となり、練習および運用の時間は大幅に制限される。従って習得も十分ではなく、2年次の前期に復習の時間が必須となる。

　（注：進度の遅い大学の方が授業に対する満足度が強く、その結果強い学習意欲が観察されるという報告がある。）

　スペイン語は実用的に必要とされる時が多いという学習者のイメージがある。

３）．学習順序・シラバス

　文法シラバスによって構成されている教科書が大半を占める。

　　日常会話で使用頻度の高い接続法が、動詞変化の最後に置かれる。

　　機能シラバスによる学習では、文法上の説明がかなり困難になる。

　　
４）．教師間の連携

　(１)外国人教師の役割　(日本人教師との関係)

　　「日本ではコミュニカティブな授業が成立しない｣という不満。

　　　　日本人の引っ込み思案な性格、受験英語教育の影響、日本人教師の無理解。

　　「ネイティブ教師が一段低く見られているのではないか？」という危惧。

　　　　　(組織上の問題、文化紹介の役割を担う為に生じる誤解。)

　(２)教師間の意思の疎通

　　　専任教員がいない場合の意思の疎通・合意の難しさ。

　　　専任で教授法を専門に研究している教員は非常に少なく、全体のカリキュラムを機能的に運営する力量を持たない場合が多い。

５）．対象地域の選択

　　　スペインかラテンアメリカか。
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